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市政だより
人 口 の 動 き

~.b~ 
1月 1日現在 前月比

‘ 
人口計 6 3，0 2 1 十 89

男 3 0，3 0 8 + 52 I ， 
女 3 2，7 1 3 + 37 

世 帯 数 17，303 + 6 
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市長と一緒に
工夫改蕃@楽しい給食

萱瀬小学校(吉野次雄校長、児童150人)を 2月 8日

高木市長ら 3役と朝長教育長などが訪れ、給食の状況

を見学しました。

同校は、学校給食を工夫改善し、楽しい給食にする

など大きな成果を上げ、昨年10月、学校給食優良校と

して文部大臣表彰を受けている学校です。

乙の日は、市長などを閤んで 2年生と 5年生の児童

が一緒に食べましたが、給食が終ると児童たちによる

歌やクイズが出るなど、なごやかな給食風景でした。

学 校給 食

萱 瀬小学校
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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<春季火災予防運動>

使う火を消すまで

dいと目な離す

春
先
に
な
る
と
人
々
の

気
も
ゆ
る
み
、
火
に
対
す

る
注
意
が
薄
れ
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
季
節
風
な
ど
に

よ
り
大
火
と
な
り
や
す
い

季
節
で
す
。

お
互
い
に
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
尊

い
生
命
や
貴
重
な
財
産
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

3月 13日F“・'2月 28日

A

重
点
実
施
事
項
V

車
両
及
び
林
野
火
災
の
防

止O
危
険
物
運
撮
車
両
、
さ

ス
、
送
迎
用
車
両
の
点

検
整
備

O
火
入
れ
及
び
火
災
と
ま

ぎ
ら
わ
し

い
行
為
の

届
け
出
及

び
火
の
始

末
の
徹
底

※
み
ん
な
の
県
政

家
庭
に
お
け

る
防
火
管
理

体
制
の
確
立

O
特
に
幼
児

老
人
、
病

人
な
ど
の

焼
死
事
故

防
止

O
子
供
の
火

遊
び
防
止

職
場
に
お
げ
る
自
主
防
火
管
理
体

制
の
確
立

O
消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
及
び

消
防
訓
練
の
実
施

屋
外
に
お
け
る
防
火
対
策

O
異
常
乾
燥
時
並
び
に
強
風
時
の

出
火
の
防
止

O
空
地
な
ど
に
お
け
る
枯
草
の
刈

り
取
り
の
徹
底

消
防
の
時
間
の
設
定
と
サ
イ
レ
ン

吹
鳴

O
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
毎
日

午
後
八
時
を
「
清
防
の
時
間
」

と
定
め
、
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間

吹
鳴
し
ま
す
の
で
「
火
の
元
の

点
検
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
二
月
二
十
八
日
午
前
八

時
に
消
防
演
習
招
集
サ
イ
レ
ン

(
十
五
秒
吹
鳴
、
六
秒
休
止
、

十
五
秒
吹
鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す

子
供
の
火
遊
び
に
注
意
グ

先
日
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る

大
火
が
市
内
に
発
生
し
ま
し
た
が

昨
年
か
百
今
年
に
か
け
て
非
常
に

乙
の
子
供
に
よ
る
火
災
が
増
え
て

い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
市
内
で
三
十
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
の
九
件
(
三

O
M
m
)
が
子

供
の
火
遊
び
に
よ
る
も
の
で
、
損

害
額
で
は
他
の
ど
の
火
災
よ
り
一

番
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
の
火
災
な
ど
は
、

昨
年
一
年
間
の
大
村
市
の
火
災
に

よ
る
損
害
の
七

O
労
以
上
に
も
な

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
子
供
に
よ
る
火
災
は
、

す
べ
て
親
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

み
ん
な
で
投
票

と
思
わ
れ
ま
す
。

子
供
に
よ
る
火
災
を
な
く
す
た

め
、
次
の
乙
と
に
十
分
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項

O
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子

供
の
手
の
と
ど
く
所
に
放
置
し

声‘‘、.

J
h
t
v
 

O
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
取

扱
い
は
子
供
が
買
味
を
も
つ
よ

う
な
方
法
で
使
用
し
な
い

O
子
供
の
行
動
に
た
え
ず
気
を
配

る
O
近
所
や
他
人
の
子
供
で
あ
っ
て

も
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
た
ら

大
人
が
進
ん
で
注
意
し
て
や
る

長
崎
県
知
事
選
挙

|所得税|

確
定
申
告
は

b
早
目
に

納
税
相
談
日
を
ご
利
用
下
さ
い

確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

申
告
は
早
自
に
す
ま
せ
て
下
さ

申
告
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な

ら
な
い
人
は
、
次
の
日
程
で
税
務

署
の
職
員
が
ど
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
ご
利
用
下
さ
い

日
時三

月
一
日

一一日
三
日

四
日

大
村
地
区

大
村
地
区

西
大
村
地
区

西
大
村
地
区

そ
の
他
の
出
張
所

地
区

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
時

た
だ
し
、
三
月
四
日
は
正
午
ま

で
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

人
は
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申
告
書

の
「
住
民
税
、
事
業
税
に
関
す

る
一
事
項
」
欄
の
記
入
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

月
六
日

長
崎
県
の
最
低
賃
金
変
わ
る

長
崎
県
の
最
低
賃
金
が
、
つ
ぎ

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主
は
、
次
の

最
低
賃
金
額
未
満
で
は
労
働
者
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
カ
ッ
コ
内
は
一
時
間
当
り
の
最

低
賃
金
で
す
。

食
料
品
製
造
業
リ
一
日

一
一
、
二
八
五
円
(
二
八
六
円
)

投
票
日

2
月
怜
日

-. 
、ー

注

意

下

さ

機
械
金
属
製
品
製
造
業
リ

一
日

二
、
四
一

O
円
(
三

O
二
円
)

自
動
車
整
備
業
日
一
日

二
、
四

O
O円
(
三

O
O円
)

卸
売
業
H

一
日

二
、
三
四

O
円
(
二
九
三
円
)

小
売
業
H

一
日

一
一
、
二
二

O
円
(
二
七
八
円
)

※
詳
し
く
は
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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※
投
票
日

あ
な
た
が
発
言
す
る
日
で
す

安
い
掛
金
・
大
き
な
保
障

…
市
民
交
通
傷
害
保
険
…

家
族
ぐ
る
み
の
加
入
を

2
月
引
日
受
付
開
始

二
父
通
事
故
の
補
償
は
市
民
の
総

力
で
d

と
い
う
皆
様
の
声
が
、
乙

の
市
民
交
通
傷
害
保
険
を
誕
生
さ

せ
ま
l
d

た。

多
く
の
人
が
加
入
で
き
る
よ
う

掛
金
も
で
き
る
限
り
安
く
し
て

い

ま
す
。

家
族
ぐ
る
み
の
加
入
で
交
通
事

故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①
申
込
方
法

申
し
込
み
用
紙
は
、
町
内
会
を

通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町

内
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は

町
内
会
長
に、

個
人
で
申
し
込
ま

れ
る
場
合
は
生
活
環
境
課
、
ま
化

は
各
出
張
所
に
お
申
し
込
み
下
さ

②
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、

及
び

市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

③
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

自
動
車

・
バ
イ
ク
・
自
転
車

・

リ
ヤ
カ
ー
-
電
車

・
汽
車
・
パ
ス

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合

ま
た
、
歩
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故

の
場
合
は
支
払
わ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
事
故
に
対
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

J

一一
瞬
邸
内
j
ふ
j
i
l
t
話
帳
E
信
郎

E
E間

一

i
~1jd

ゾ

渇
?包

----E福

祉

基

金

へ

ご

寄

付

一

一E
寸

一

4
q
i
1一

並
松
郷
の
本
田
嘉
彦
さ
ん
一

二

C
S
F
E

一
円

私

一
二

並
松
郷
の

本

会

福
祉
の
た
め
に
と
三
十
万
円
の
(，

 

?
?p
h目
・

・

叫ん

田
嘉
彦

さ

ん

は

ど

寄

付

を

さ

れ

ま

し

た

。

~

J
1
1二
4
・
・
・
・
・
・
・
園

戦

亡
父
本
田
嘉
末
乙
の
尊
い
ご
遺
志
を
十
分
に
生
ぽ

‘
 

ん

に
ト
し
十
い

い…

th
B
F
Eト
山
…
鋪

さ
ん
の
忌
明
に
か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
、
福
祉
汎

日

F

董
温
圃
聞
は
・
・
-
J

際
し
、
そ
の
ど
行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
~

戸

理
A
ド
i
t
-
-
f
寄
ば
‘
.
.
.
 
E

・・・・
L

解
除
留
置

E
f

ト‘...... 圃仁仏
遺
志
に
よ
る
も
定
で
す
。

闘

FE

長
崎
県
知
事
選
挙

た
だ
し
、

航
空
機

・
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん。

④
申
し
込
み
開
始
日

昭
和
五
十
三
年
度
の
受
付
け
は 投

票
日

2
月
間
日

二
月
二
十
一
日
か
ら
行
い
ま
す
。

⑤
掛
金

一
人
四
百
八
十
円
で
、

五
月
以

降
の
中
途
申
し
込
み
は
月
割
五
十

円
で
す
。

家
庭
奉
仕
員
が
訪
問
し
ま
す

派
遣
希
望
は
福
祉
課
へ

家
庭
奉
仕
員
は
、
老
衰
、
心
身

の
障
害
な
ど
で
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
低
所
得
の
人
で

養
護
が
得
ら
れ
な
い
老
人
家
庭
や

重
度
の
心
身
障
害
者
の
属
す
る
世

帯
で
、
そ
の
家
族
が
介
護
を
行
え

な
い
状
況
に
あ
る
家
庭
を
週
二
回

程
度
訪
問
し
、
無
料
で
身
の
廻
り

の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

訪
問
に
は
軽
自
動
車
三
台
を
使

用
し
、
機
動
力
を
生
か
し
た
細
か

な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
お
り
関
係

者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

家
庭
奉
仕
員
は
次
の
よ
う
な
奉

仕
を
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
世
話
、
衣
類
の

洗
濯
、
住
居
の
掃
除
、
身

の
ま
わ
り
の
世
話
、
生
活

必
需
品
の
買
物
、
通
院
介

助
、
生
活
、
身
上
に
関
す

る
相
談
助
言
な
ど
で
す
。

奉
仕
員
の
派
遣
を
希
望

さ
れ
る
家
庭
は
地
区
民
生

委
員
の
意
見
を
付
し
て
福

祉
課
に
・
申
請
し
て
下
さ
い

申
請
書
は
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

風
邪
を
ひ
か
な
い

た
め
の
食
事

タ
ン

パ
ク
質
が
不
足
す
る
と
勺

ゲ
身
体
の
抵
抗
力
は
弱
ま
り
ま
す
げ

日
・
そ
の
う
え
、

寒
さ
の
ス
ト
レ
ス

H

山
は
体
内
の
タ
ン

パ
ク
質
を
大
量
日一

~に
分
解
し
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
H
.

V

た
め
に
も
、

日
ご
ろ
、

肉
、
さ
v

v
か
な
、

豆
腐
と
い
っ
た
良
質
の
が

J

タ
ン

パ
ク
質
を
十
分
に
と
っ
て
♂

へ
お
く
乙
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
九

三
つ
に
す
る
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
川

V

が
必
要
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
サ
v

v

ラ
ダ
、
お
ろ
し
大
根
、
さ
つ
ま
V

山
い
も
な
ど
の
一

品
を
つ
け
、
食
山

ぃ
一
後
に
は
ミ
カ

ン
を
一
つ
必
ず
食
山

川
べ
る
よ
う
に
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
九

v
C
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン

A
は
ヅ

一
粘
膜
を
強
め
て
、
鼻
や
の
ど
か
山

日
一
ら
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
の
を
九

九
防
ぎ
ま
す
。

油
で
料
理
し
た
青
葉
ゃ
に
ん
山

V

じ
ん
、
レ
パ

l
、
バ
タ
ー
を
多
町

山
く
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
♂

人以

Jh
u
喜
一

一円
心
一

/
Iい
¥phw一
市

川

一川
下

V

司
¥
¥

「
豆
一
¥

凶い
L
Q
て

そ

同
J
J

一H

一V
《
J
V

J

一万人
V
J

9

モニ

μ
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新
し
い

8
ミ
リ
映
画

フ

イ
ノレ

を
貸
出
し

ム

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で

大
切
に
ど
活
用
下
さ
い
。

・
日
本
の
気
候
(
二
十
分
)

・
北
海
道
の
農
業
(
二
十
二
分
〕

.
日
本
の
屋
展
中
央
高
地

(
二
十
二
分
)

・
化
石
と
地
そ
う
(
十
九
分
)

-
植
物
群
落
の
う
つ
り
か
わ
り

(
二
十
三
分
)

・
植
物
の
反
応
(
二
十
分
)

.
茎
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き

(
十
九
分
)

(
十
八
分
〉

(
十
一
分
)

-
動
き
ま
わ
る
粒

・
環
境
と
適
応

-
力
の
お
よ
ぼ
し
あ
い

〈
十
四
分
)

・
彫
刻
の
基
礎
(
二
十
分
)

・
色
彩
設
計
(
十
九
分
)
白
黒

・

線

の

発

見

(

十

七

分

)

・
タ
バ
コ
と
健
康
(
二
十
分
)

.
見
な
お
せ
食
品
添
加
物

(
二
十
一
分
〉

.
中
性
洗
剤
を
追
求
す
る

(
二
十
二
分
)

.
み
な
お
そ
う
わ
が
子
の
お
や
つ

(
十
九
分
)

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

i

へ
曾
③
l
四
三
二
一

阻

司

越

同
組
圃
圃
「
さ
く
ら
荘
」
で
老
人
と
歓
談
…

rL
瞬
官
量
医
階
調
a・
圃

玉

の

海

梅

士

口

さ

ん

~

腎
胤

j

J
関
何
人
J
N
亮一
週

(
N
H
K
相
撲
解
説
者
V

A

-
h明
ヲ
二

14
昆
圃
匪
時
一一

一7.141

一
也
周一

一一一二
一一
幽
園圃
圃
・
圃
司
二
~

d
え

v

苅

b

v

…M
闘
耐
幡
随
欝

ぷ

本
市
出
身
で
相
こ
の
臼
は
、
四
百
人
も
の
老
人
ゾ

…
一二
一むさし
い一陣
灘

F
一…

撲
解
説
者
の
玉
の
の
人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
玉
の
ん

議

問
…山一一一一一~
幽
闘
艦
司
認
剖
圃

V
J

海
梅
吉
さ
ん
が
、
海
さ
ん
の
子
供
の
頃
の
話
や
相
撲
~

酔
協
務
引
脳
盤
F

ハ
eJ一

一
月
四
日
老
人
福
界
で
の
苦
心
談
な
ど
を
興
味
深
く
い

園

闘

争ド
吋トト
r

脳
圃
踊
絞
庶
M
E
E
R
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
聞
い
て
い
ま
し
た
。

J

圃
圃
主
主
圃圃圃

E---雪
組
く
ら
荘
」
を
訪
れ
ま
た
、
玉
の
海
さ
ん
か
ら
パ
ス
川

歯周
囲
・
・
・
・
・
圃
圃

---F一』
圃
老
人
の
人
た
ち
と
タ
オ
ル
を
貰
い
、
老
人
の
人
た
ち

w

zB
a
i
l
a
-
-重

i
歓
談
さ
れ
ま
し
た
に
と
っ
て
は
二
重
の
き
で
し
た
~

※
選
び
ぬ
け

く
い
な
く

四
年
ま
か
す
人

農地は許可を受けてから

「許可を受けないでした一「

l 行為は違反ー」

農
地
法
の
許
可
を
受
け
な
い
で

し
た
行
為
は
、
法
律
行
為
と
し
て

効
力
を
生
じ
な
い
こ
と
は
勿
論
、

後
日
、
お
も
わ
ぬ
損
害
を
被
む
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

乙
の
点
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

農
地
と
は
「
耕
作
の
目
的
に
供

さ
れ
る
土
地
」
を
い
い
ま
す
。

農
地
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い

か
は
、
土
地
登
記
簿
の
地
目
が
、

田
・
畑
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
否

か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
例
え
ば
登
記
簿
で
宅
地

山
林
・
原
野
・
雑
種
地
な
ど
の
地

目
と
な
っ
て
い
て
も
、
耕
作
の
目

的
に
供
さ
れ
る
土
地
で
あ
れ
ば
農

地
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
崎
県
知
事
選
挙

そ
こ
で
、
必
ず
し
も
現
実
に
耕

作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
い
る
必
要

は
な
く
、
客
観
的
に
み
て
正
常
の

状
態
な
ら
ば
、
耕
作
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
土
地
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
農
地
を
売
っ
た
り

買
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、
あ
る
い

は
農
地
以
外
の
も
の
に
し
た
り
す

る
時
は
、
当
事
者
が
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

乙
の
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地

法
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
場
合
は

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
特
に
ど
注
意
下
さ
い
。

@
日
開
拓
地
域
及
び
旧
軍
用
地
の

土
地
を
数
年
前
農
林
者
よ
り
用

途
農
地
と
し
て
売
り
渡
し
を
受

け
た
が
、
手
不
足
な
ど
に
よ
り

乙
乙
数
年
間
耕
作
し
て
い
な
か

っ
た

@
登
記
簿
上
の
地
目
が
山
林
、
ま

た
は
雑
種
地
と
な
っ
て
い
た
関

係
で
、
当
事
者
聞
に
お
い
て
農

地
法
の
許
可
を
受
け
な
い
ま
ま

売
買
し
、
転
用
の
た
め
土
地
造

成
に
と
り
か
か
っ
た

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
当
然
違

反
と
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
旧
開

拓
地
域
及
び
旧
軍
用
地
の
売
渡
し

を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
当

事
者
は
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
ご

相
談
下
さ
い
。

読

書

感

想

文

集

を

作

成

図
書
館
は
、
昨
秋
の
読
書
週
間

行
事
と
し
て
一
般
市
民
を
対
象
に

読
書
感
想
文
、

読
書
体
験
記
な
ど

を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
む

作
品
を
編
集
し
て
文
集
を
作
成
し

ま
し
た
。

な
お
付
録
と
し
て
大
村
市
児
童

読
書
感
想
発
表
大
会
の
出
演
者
の

原
稿
も
併
せ
て
掲
載
し
ま
し
た
。

希
望
者
に
は
頒
布
し
ま
す
。

な
お
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
人

は
次
の
と
お
り
で
す

Q

投
票
日

2
月
間
日

市

立

図

書

館

蔭
山
美
津
江
さ
ん
(
栄
町
)
.
古

賀
キ
ミ
さ
ん
(
上
久
原
)
、
鈴
田

健
さ
ん
(
諏
訪
)
、
田
口
幸
恵
さ

ん
(
古
町
)
、
田
添
か
な
め
さ
ん

(
古
賀
島
町
)
、
田
中
綾
子
さ
ん

(
松
並
)
、
田
中
澄
子
さ
ん
(
植

松
住
宅
)
、
吉
田
夫
規
子
さ
ん
(
大

入
町
)
、
渡
海
チ
カ
さ
ん
(
下
久

原
)
、
朝
野
富
貴
さ
ん
(
武
部
)
、

中
山
ハ
ル
さ
ん
(
富
の
原
)
、
野

田
律
子
さ
ん
(
玖
島
)
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

棄
権
し
て

注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

三
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

曜当番医日の3月

誰
に
ま
か
せ
る

3月の健康相談室日程 場どるは

|日 19:日叶川 iM03 :oo|芳平4号3
1 I乳幼児相談 し//iZ5223
6 I妊婦相 談 |一般健康相談 |

[互 |乳幼児相 談 | lz iii 
2o I妊婦相 談 |一般健康相談 |

-
妊
婦
教
室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
三
月
は
中
地
区

県
の
か
じ

公
民
館
で
左
表
の
と
お
り
行
い
ま

す。
時
間

午
後

一
時
三
十
分

t
四
時

日 |診療科目 |医 院 名 |所在地 |電話

内 科 |松井 医院 久原 3-6624 
5 

外内 話 牧 山 医 院 宮小路 5-7831 

内
科lM医院 |叶 2912 

外 科 山道 医 院並 松 3-2305

内 科 長 崎 医 院 寿古郷 5-B615 

19 外 科 中島 医院 西三域 2-3875 

泌尿器科 |黒木 医院 並松 i4-0211

26 整形外科松永整形外科 松並 2-4300

中
地
区
公
民
館

(中
央
町

妊婦教室日程 場
月日 | 内 容ー一一一一|ノイ 所

3月1日 |。はじめて母親となる心得 |三
(第四 I:最寄せ ま到すマッサージの実習) iT 
3月8日 |。妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習) I5 
(第2回)I。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)I 
3月15日i。産後の保健 j 
(第3回)'I。育児 (赤ち ゃんの入浴のさせ方の実習) I 

|。映画 、スキン シッフ 1 

13月22日 |。乳幼児の環境と性格 i 
(第4回) 。家庭の幸せのために(家族計画

午前 9時~午後 6時

-3歳
児
健
康
診
査

※診療時間

対
象
昭
和
四
十
九
年
八
月
生
れ

の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

同
年
二
月
か
ら
七
月
生
れ
で
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一

時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

長
崎
県
知
事
選
挙

※
母
子
鍵
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、

現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

次

回
に
お
受
け
下
さ
い。

(毎
月
第

四
木
曜
日
)

ス
ポ
ー
ツ

-
森
杯
・
商
工
会
議
所
杯

争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

昨
年
三
月
、
故
人
と
な
ら
れ
た

前
大
村
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審

判
長
森
憲
次
氏
の
遺
族
よ
り
ソ
フ

ト
ボ
ー

ル
発
展
の
た
め
森
杯
の
寄

贈
を
受
け
た
の
で
、
乙
れ
を
記
念

し
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
三
月
十
一
日
、
十
二
日
、

十
八
日
、
十
九
日

場

所

市

営
球
場
ほ
か

参
加
資
格

川
市
協
会
登
録
チ

i

ム
(
勤
労
者
チ
l
ム
を
含
む
)

同
商
工
会
議
所
春
季
大
会
参
加

チ
ー
ム

※
森
杯
、
商
工
会
議
所
杯
の
ど

ち
ら
か
に
し
か
参
加
で
き
ま

せ
ん

申
込
先

商
工
会
議
所

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

投
票
日

2
月

ω
日

一
市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料

一
で
行
っ
て
い
ま
す

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の

一

通
算
関
係
、
保
険
給
付
や
手

一

続
き
な
ど
年
金
問
題
に
つ
い

一

て

お

わ

か
り
に
な
ら
な
い
人

↑
は
個
人
に
限
ら
ず
、
事
業
所

.

で

も

結
構
で
す
か
ら
お
気
軽

…

に
ご
相
談
下
さ
い。

一
日
時
二
月
二
十
二
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

相

談

申
込
締
切
三
月
五
日
ま
で

・

※
主
将
会
議
は
三
月
七
日
高
工
会

議
所
で
行
い
ま
す
。

-
ク
ラ
ブ
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

さ
る
一
月
二
十
二
日
、
市
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
男
子
〉

A
パ
l
ト

B
パ
l
ト

優優
勝勝

大
村
ク
ラ
ブ

四
施
本
管

交

通

事

故

相

談

-

交
通
事
故
問
題
で
因

っ
て
↑

お
ら
れ
る
人
な
ど
、
お
気
軽

…

に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

日

時

二

月

二

十

八

日

一

午
前
十
時

l
午
後
三
時

一

人

権

(

身

の

上

)

相

談

-

土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
↑

戸
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養

…

家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
一

外
一
般
法
律
問
題
で
苦
し
み
一

悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
な
ど
、
一

お
気
軽
に
ど
相
談
下
さ
い
。

一

日
時
三
月
二
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
三

一

時

一

C 
ノミ

ト

十
六
本
管

若
葉

二 優
位 勝

〈
女
子
〉

優
勝

大
村
女
子
ク
ラ
ブ

二
位

植

松
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募

集

-
観
光
協
会
職
員

資
格
二
十
五
歳
以
上
の
高
卒
者

で
経
理
事
務
が
で
き
る
女
子

採
用
人
員
一
人

応
募
方
法
履
歴
書
を
大
村
市
観

光
協
会
へ
ど
持
参
下
さ
い

※
詳
し
く
は
大
村
市
観
光
協
会
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

曾
②
!
三
六

O
五

も

よ

お

し

-
第

5
回

文
化
映
画
鑑
賞
会

!
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
!

一
一
月
十
八
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

対
象
中
・

高
校
生
、
一
般
成
人

入
場
料
無
料

映

画

十

六
ミ
リ

・
カ
ラ
l
作
品

「
明
治
村
」
四
十
分

文
部
省
特
選
教
育
映
画
祭
最

優
秀
作
品
賞

乙
の
映
画
は
、
現
在
、
博
物

館

「
明
治
村
」
に
移
築
保
存
さ

れ
て
い
る
明
治
時
代
の
貴
重
な

日
時

建
築
物
と
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
つ
づ
っ
て
い
く
。
そ
乙
に
日

本
の
新
し
い
息
吹
き
が
感
じ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
伝
統
工
芸
」
|
人
と
わ
ざ
!

二
十
一
分
文
部
省
特
選

教
育
映
画
祭
最
高
賞

わ
が
国
で
は
、
世
界
に
誇
り

得
る
優
れ
た
伝
統
工
芸
が
数
多

く
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
日
本

民
族
の
生
活
の
中
か
ら
生
れ
、

長
い
歴
史
の
中
で
育
て
ら
れ
た

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

こ
の
映
画
は、

伝
統
工
芸
の

作
者
た
ち
の
す
ぐ
れ
た
技
術
と

そ
の
根
性
を
描
く
。

※
お
誘
い
合
せ
の
上
、
ど
鑑
賞
下

さ
い
。詳

し
〈
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
へ
(
雷
②
l
四
三
二
ご

圏
第
刊
回

教
育
講
演
会

三
月
七
日

午
後
二
時

t
四
時

場

所

市

民
会
館
ホ
!
ル

演
題
「
カ
イ
コ
だ
け
が
絹
を
吐

く
」
!
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち

を
ど
う
育
て
る
か

l

講
師
評
論
家
(
日
本
青
少
年
研

究
所
理
事
長
)

一
扇
谷
正
造
先
生

入
場
整
理
券

日
時

市
役
所
市
民
相
談
室
ま
た
は

左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
市
P
連
事
務
局

・

幼

P
連

事
務
局

・

各

婦
人
会

こ
の
映
画
は
、
今
日
の
家
庭
教

育
の
も
っ
て
い
る
色
々
な
問
題
を

指
摘
し
て
、
家
庭
、
学
校
、
社
会

が
子
ど
も
の
成
長
に
果
す
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
相
互
の
関
連
を
描
き

こ
れ
か
ら
の
親
の
果
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
二
月
二
十
八
日

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

対
象
者

市
内
で
一
年
以
上
事
業
を
営
み

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

曾
②

l
四
三
二
一

商
工
会
議
所
の
指
導
を
受
け
て

い
る
人

融
資
金
使
途
及
び
期
間

運
転
資
金
二
年
半
以
内

設
備
資
金

三
年
以
内

限
度
額

運
転
・
設
備
資
金
と
も

二
百
五
十
万
円
以
内

利
息
六
・
八
労

申
込
先
大
村
商
工
会
議
所

申
込

融

資

国
家
庭
教
育
映
画
会

無

E
保

E

・
f

融
資

無
保
証
人

映
画
「
こ
こ
で
子
ど
も
は
育
つ
」

急
激
な
社
会
の
変
化
は
、
家
庭

教
育
に
も
様
々
な
ゆ
が
み
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

場
所

交

通

遺

児

へ

-

一

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

本

町

二

丁

目

の

赤
水
清
春
さ
ん
一

は
商
品
無
人
販
売
代
金
を
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

金

一

封

年

始

の

郵

便

配

達

報

酬

の

一

部

マ

久

原

郷

の

松

添

等

さ

ん

は

亡

妻

一

一

マ

池

田

郷

の

中

島

リ

ツ

さ

ん

は

亡

を

ツ

ナ

さ

ん

の

忌

明

に

あ

た

り

金

老

人

な

ど

の

社

会

福

祉

施

設

へ

一

一

夫

亀

雄

さ

ん

の

忌

明

に

マ

大

村

L
E
O
ク

ラ

ブ

会

員

の

皆

一

封

と

車

椅

子

一

台

を

マ

一

ノ

郷
の
佐
藤
寛
さ
ん
は
亡
父

一

一
マ
大
川
田
町
の
桝
杢
辛
さ
ん
は
亡
さ
ん
は
歳
末
た
す
け
あ
い
運
勤
マ
佐
世
保
市
田
の
浦
町
の
佐
世
保

嘉
久
寿
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り
一

一

夫
幸
四
郎

さ

ん

の

忌

明

に

に

よ

り

集
め
た
義
援
金
を

花
王
製
品
販
売
株
式
会
社

さ

ん

金

一

封

を

一

一マ
乾
馬
場
郷
の
坂
本
庄
三
さ
ん
は
マ
福
重
幼
稚
園
育
友
会
の
皆
さ
ん
は
歯
磨
六
十
箱
、
洗
剤

一
箱
、
マ
今
富
郷
の
岩
氷
正
敏
さ
ん
は
亡
一

一

亡
母
タ
メ
さ
ん
の
忌
明
に
は
バ
ザ
ー
を
催
し
た
際
の
益
金
シ
ャ
ン
プ
ー
四
十
八
本
を
祖
母
ミ
ト
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
一

一

マ

久

原

郷

の

中

島

岩

雄

さ

ん

は

亡

の

一

部

を

マ

歌

手

さ

だ

ま

さ

し

さ

ん

は

カ

ラ

り

金

一

封

を

一

一
義
姉
ツ
ル
さ
ん
の
忌
明
に
マ
平
小
川
郷
の
小
西
守
さ
ん
は
金

l
テ

レ

ビ

一

台

を

マ

富

ノ

原

の

日

本

道

路

株

式

会

社

一

一

マ

久

原

郷

の

光

武

イ

セ

さ

ん

は

亡

一

封

を

長

崎

営

業

所

さ

ん

は

机

七

脚

を

一

一

夫

不

二

雄

さ

ん

の

忌

明

に

子

供

の

家

へ

ト

浜

お

お

む

ら

荘

へ

一

一
マ
玖
島
郷
の
曲
龍
彦
さ
ん
は
亡
妻

慈

恵
荘
ヘ

マ
本
町
の
赤
水
清
春
さ
ん
は
初
売

マ
新
町
の
山
里
静
子
さ
ん
は
亡
夫

-

一
美
佐
夫
さ
ん
の
忌
明
に

マ

中

岳
郷
の
柿
平
末
雄
さ
ん
は
亡
商
品
売
上
代
金
を

寅
二
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り
石

一

一
マ
武
部
郷
の
後
城
勝
さ
ん
は
拾

得

義

母

楢

崎

カ

ツ
さ
ん
の
忌
明
に
マ
東
三
城
町
の
中
島
好
太
郎
さ
ん

油
ス

ト
ー
ブ
四
台
を

，

一

金
の
お

礼

を

あ

た

り

金

一

封

を

は

正

月

用

餅
を

一

一
マ
久
原
団
地
の
今
村
秀
嗣
さ
ん
は
マ
久
原
郷
の
横
溝
穂
さ

ん

は

亡

母

マ

福

重

幼

稚

園

育

友

会

の

皆

さ

ん

さ

く

ら

荘

へ

一

一
拾
得
金
の
返
還
金
を
久
枝
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り
金
は
幼
児
用
衣
類
数
十
点
を
マ
西
三
城
町
の
松
本
崇
さ
ん
は
ス
一

一
マ
池
田
郷
の
横
田
肇
さ

ん

は

年

末

一

封

を

1
パ
i
ソ
ニ
ッ
ク
三
台
を
一
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